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(和訳)重症慢性肝疾患における高 γグロプリン血症の意義

ー とくに血清グロプリン/IgG と ICG 除去能との相関に関連して一
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2. Determination of advanced glycation end 幽 products on IgG in liver cirrhosis 
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Shinobu Tanaka ， Masaharu Yamazaki ， YflSU 戸lki Okamoto 
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論文審査の要旨

本研究は，重篤な慢性肝障害における高 γグロプリン血症の発症機序を解明することを

目的としたものである.申請者はまず，慢性肝障害症例における血清 γグロプリンと他の

肝機能検査との相関性を検討し，血清 γグロプリンは肝の取り込み除去機能を表現する

ICG 停滞率と最も強い正の相関を示すこと，さらに肝硬変患者においても同様に， γグロ

プリンIIgG は ICG 停滞率と強い相関を示すことを明らかにした.次に，この高 γグロプリ

ン/IgG 血症が肝での免疫グロブリシ取り込み除去障害を反映している可能性を想定し，肝

硬肝での取り込みに影響する国子として IgG の糖鎖の性状に着目し，新たに開発したレク

チンによるサンドイツチ法 ELISA を用いて分析した.その結果，肝硬変症例において増加

している血清 IgG には asia1o ，および、 agalactosy 1- IgG の比率が高くなっていることを見出

した.さらに， IgG の turnover を示す指標として蛋白の血中寿命を表すとされる NE

-carboxymethy1 1ysi :o. e (CML) に着目し，肝硬変症例の血清から抽出した IgG における

CML を ELISA にて測定した.その結果，肝硬変症例における IgG の CML 濃度は対照よ

りも有意に低値を示し，その IgG の血中寿命が短縮していることが見出された.以上より

肝硬変において血清 IgG が増加するに伴い特徴的な糖鎖構造をもっ IgG の比率は増加する予

が，血清 IgG 高値の原因が IgG の異化低下により血中に滞留することによって引き起こさ

れるのではなく， IgG の産生冗進がその turnover の充進を凌駕することによって起こると

結論している.この研究の成果は 肝硬変における免疫異常という重要な課題に対して新

たな方向性を示すものであり，さらに公聴会における質疑応答も的確であり，審査の結果，

参考論文と合わせて医学博士の学位に十分値する研究であると認められた.
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以上，主論文に報告された研究成績は，参考論文とともに

臨床検査医学に寄与するところが大きいと認める.
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